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1. はじめに 

 

海中落水者（以下「落水者」という。）が発生した場合

の救助操船法の例として、ウイリアムソンターンやシャー

ナウターンがある。この操船法は、事件発生からしばらく

時間が経過してしまっている場合や夜間等、操船者が落水

者を目認できない場合の行方不明者に対する行動として

選択される。落水者をいち早く発見するためには、まず航

走してきた元のコースライン上に戻ることが重要となる。

しかし、大成丸完成図書の「操縦性能資料」によると、大

成丸においてウイリアムソンターンを舵角 35 度で実施す

ると元のコースライン上に戻れないことが示されている。

早く確実に元のコースライン上に戻る操船法を解明する

ことは、常に 100 名を超える実習生を乗せて航海する大成

丸の緊急対応能力強化に大いに寄与すると考える。さらに

は、大成丸と同じように舵効きの優れた中小内航船舶にも

貴重な提言ができるものと考える。 

そこで、ウイリアムソンターンとシャーナウターンの大

成丸での実船実験を行い、落水者救助操船法に関する新た

な知見が得られたので、ここに報告する。 

 

2. 方法 

 

実験は、主機を S/B Full Ahead、対水速力 11knot で直進

とし、右舷側に落水者が発生したと想定して行った。 
 

2.1. ウイリアムソンターン 
 ウイリアムソンターンにおいて、反方位に回頭後の元の

コースラインに対する横偏位量は、舵角と反対舵角をとる

際の回頭角の組み合わせによって変化する。 
そこで、舵角を 35 度と 15 度とし、反方位に回頭後の元

のコースラインに対する横偏位量を比較することとした。 
 

2.2. シャーナウターン 

シャーナウターンにおいても、ウイリアムソンターンと

同様に、反方位に回頭後の元のコースラインに対する横偏

位量は、舵角と反対舵角をとる際の回頭角の組み合わせに

よって変化する。 

そこで、舵角を 35 度と 15 度、反対舵角をとる回頭角を

240 度と 230 度の 4 通りを行い、反方位に回頭後の元のコ

ースラインに対する横偏位量を比較することとした。 

 

3. 結果 

 

3.1. ウイリアムソンターン 
 舵角 35 度では、反転後の横偏位量は約 115m となり、

元のコースライン上に戻ることはできなかった。一方、舵

角 15 度では、旋回径が大きくなり、反転終了まで 5 分 30
秒と舵角 35 度より 15 秒遅くなるが、横偏位量は約 20m

となり、ほぼ元のコースライン上に戻ることができた。 
 

3.2. シャーナウターン 

反対舵角をとる回頭角 240 度において、舵角 35 度で

は、反転を 4 分 40 秒で終了するが、横偏位量は約 55m
となった。舵角 15 度では、反転終了まで 5 分 30 秒と

舵角 35 度より 35 秒遅く、横偏位量は約 45m となり、

どちらも元のコースライン上に戻ることはできなかっ

た。 

反対舵角をとる回頭角 230 度において、舵角 35 度で

は、反転を 4 分 25 秒で終了するが、横偏位量は約 40m
となった。舵角 15 度では、反転を 5 分 30 秒で終了する

が、横偏位量は約 5m となり、元のコースライン上に戻

ることができた。また、反対舵角をとる際の回頭角に関

係なく、舵角 15 度では反転に 5 分 30 秒、舵角 35 度では

反転に約 4 分 30 秒要した。 
 

3.3. ウイリアムソンターンとシャーナウターンの比較 

 ウイリアムソンターン、シャーナウターン何れも元のコ

ースライン上に戻ることが重要である。そこで、横偏位量

が少なかったウイリアムソンターン舵角 15 度とシャーナ

ウターン反対舵角をとる回頭角 230 度、舵角 15 度を比較

した。ウイリアムソンターンは、元のコースラインの約

380m 手前で反転終了した。一方、シャーナウターンは、

元のコースラインを約 500m 戻り反転終了した。両者は反

転終了時に約 900m 離れた（図 1）。反転に要した時間は

両者とも 5 分 30 秒であり、回頭中の最低速度も約 7knot

と大きな差は見られなかった。 
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図 6 同時間におけるウイリアムソンターンとシャーナウ 

ターンの航跡 
 

4. 考察 

 

4.1. ウイリアムソンターン 

舵角 35 度では、大成丸完成図書の「操縦性能資料」に

示されている通り、原針路に復帰できないことが明らかと

なった。一方、舵角 15 度では、横偏位量は約 20m であっ

た。 以上より、ウイリアムソンターンを行う際には、舵

角 15 度で回頭することで元のコースライン上にほぼ乗る

ことが示唆された。 
 

4.2. シャーナウターン 

反対舵角をとる回頭角 240 度では、各舵角での横偏位量

は約 50m であった。一方、反対舵角をとる回頭角 230 度

において、舵角 35 度では横偏位量は約 40m であったが、

舵角 15 度では横偏位量は約 5m であった。以上より、シ

ャーナウターンを行う際には、反対舵角をとる回頭角 230
度とし、舵角 15 度で回頭することで、元のコースライン

上に乗ることが示唆された。 
 

4.3. 最適な原針路復帰操船法の検討 
 実行に最適な原針路復帰操船法の条件は、落水者を

視認できない場合の遅延行動時や行方不明者に対する

行動の場合において、早く確実に原針路に戻ることで

ある。そこで、横偏移量が小さかった舵角 15 度ウイリ

アムソンターンと反対舵角をとる回頭角 230 度、舵角

15 度シャーナウターンを比較検討した。 
横偏移量において、ウイリアムソンターンが約 20m、

シャーナウターンが約 5m であり、シャーナウターン

による救助操船が優れていることが明らかとなった。 

原針路復帰時の船位において、ウイリアムソンター

ンが原針路手前約 380m であったが、シャーナウター

ンが原針路を約 500m 戻っていた。 
以上より、シャーナウターンは、ウイリアムソンタ

ーンより早く、確実に元のコースラインに戻ることが

できる最適な原針路復帰操船法であることが明らかと

なった。 

 

5. おわりに 

 

本研究によって、ウイリアムソンターンにおいて、

舵角 35 度では原針路に戻れないことが明らかとなっ

た。原針路復帰操船として、ウイリアムソンターンが

広く一般的に知られ、救助操船法として望ましいと考

えられている。しかし、落水者を視認できない場合の

遅延行動時や行方不明者に対する行動の場合における

救助操船方法として、シャーナウターンがウイリアム

ソンターンより早く確実に元のコースラインに戻る有

効な操船法であることが示され、新たな知見が得られ

た。今後、大成丸のような舵効きの良い船舶において

もこの知見が活かせるか検証していく必要があると推

察される。 
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